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令和４年度 厚生労働科学研究費補助金（肝炎等克服政策研究事業） 

  分担研究報告書(非専門医連携対策) 

 

院外非専門医肝炎ウイルス陽性者対策の取り組み 

 

研究分担者：末次  淳  岐阜大学大学院医学系研究科 消化器内科学 

研究協力者：清水 雅仁  岐阜大学大学院医学系研究科 消化器内科学 

 

研究要旨：肝臓癌は、HBV あるいは HCV の持続感染を背景に多く発症することが明らか

にされ、肝炎ウイルスの排除が肝臓癌の発症を低下させることが証明されている。我

が国では肝炎治療促進のための肝炎ウイルス検査促進・肝疾患診療体制の整備、相談

体制の整備・知識の普及啓発の促進を行なわれ、検査数・受診数が上がってきている。

また検診による HBV、HCV 感染者拾い上げ、専門医療機関への受診勧奨、受診成果も上

がっている。しかし、肝炎ウイルスに感染していることに気づいていない、肝炎ウイ

ルスに感染していることを知りながら放置している、肝炎ウイルス排除後受診の中断

などが未だ存在していることが課題である。治療に結びついていない症例を拾い上げ、

治療に導くことは急務となっており、非専門医より専門医に受診する取り組みを展開

していくことが重要である。更なる陽性者の発見が望まれるが、発見契機としては「術

前検査」が重要とされている。眼科で行われる手術前検査は非常に多く、各病院内診

療科で上位 3 位以内に入り、高齢者も多いため HCV 陽性率が高い結果がある。本研究

では眼科術前における HCV 抗体陽性者の状況や治療への結びつく課題について検討し

た。 

A. 研究目的 

本邦には約 150万人程度の C型肝炎ウイル

スキャリアがいると推定され、国内最大の感

染症であったが、経口薬のみの治療が登場し

治療効果が上昇し、実際多数の HCV 陽性者が

治療し、ウイルス排除ができた。しかし、HCV

に感染していることを知らないキャリアが

存在していることや感染していることに本

人が知りながら治療に結びついていないな

どの問題もある。さらに、非肝臓専門科医師

の認識不足、新規薬剤の情報を知らない、あ

るいは院内・外連携の欠如のために、肝炎検

査陽性者が適切な治療に結びついていない

現状もある。 

電子カルテアラートシステムを利用した

り、院内の他職種連携による肝炎ウイルス陽

性者対策により、HCV治療に結びついた件数

が増加している。本研究では、更なる陽性者

の発見・治療が望まれるため、発見契機とし

ては「術前検査」が重要とされている。非専

門医の中でも眼科で行われる手術前検査は

非常に多く、各病院内診療科で上位 3 位以内

あるいは、受診患者の高齢者も多いため HCV

陽性率が高い結果があり、HCV 抗体陽性者の

状況や治療への結びつく課題について検討

した。 

 

B. 研究方法 

日本眼科医会は、肝炎等克服政策研究事業

「新たな手法を用いた肝炎ウイルス検査受

検率・陽性者受診率の向上に資する研究班」

に協力しており、岐阜県眼科医会の協力のも

と、県内の現状について調査アンケートを実

施した。期間は 2022 年 2 月～3 月で対象は

岐阜県眼科医会会員 130 施設である。方法

として FAX / メールによるアンケート回答 

を行った。 

 

C. 研究結果 

1. 定期的に手術を実施されている施設数と

術前検査項目の肝炎ウイルス 
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アンケートに回答いただいた 56 施設中、定

期的に眼科的手技を行っている施設は、42

施設（75%）の結果であった。定期的に眼科

的手技を行っている 42施設中、1施設（2.4%）

が B 型のみの肝炎ウイルス検査を実施され

ており、41 施設（97.6%）では B 型・C 型の

肝炎ウイルス検査を実施されていた。（上図） 

 

2. 肝炎ウイルス検査結果の伝達と対策 

 
 

検査結果伝達については、15 施設（35.7%）

で、陽性・陰性問わず患者様に伝達、19 施

設（45.2%）では、陽性の患者様のみ伝達を

されている一方、5 施設（11.9%）では、検

査結果伝達はされていない状況であった。

(上図)肝炎ウイルス検査は時間がかかり患

者に後日再来院してもらうため手間がかか

るなどがあり、伝達忘れのリスクがあるため

他の血液検査と同じ時に説明するようにし

ているなどの意見もあった。 

 

肝炎ウイルス陽性の場合の対応がわからな

いなどの意見や本人が把握していない陽性

症例は、全例肝臓専門医受診をすすめるべき

なのかなどの意見があり、肝炎ウイルス陽性

者が受診できるよう簡易的な診療情報提供

書を作成した。また診療所に近医の肝臓専門

医が勤務する専門医療機関がわかるよう裏

面に一覧を掲載した。（下図）また、上記書

面を県医師会 病院協会 肝疾患診療支援

センターのホームページに掲載していただ

いた。 
 

 
 

D. 考察 

今回の結果より、アンケートに回答いただ

いた定期的に眼科的手技を行っている眼科

医は肝炎ウイルス検査を実施されていた。ま

た、検査結果伝達については、陽性・陰性問

わず結果を伝達している施設は、35.7%で、

陽性のみ伝達をされている施設は、45.2%で

あった。しかし、11.9%の施設は、検査結果

を伝達されていない状況であった。原因とし
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て肝炎ウイルス検査は、結果が出るまでに時

間がかかることで陽性陰性の結果を本人に

伝えることが困難であった可能性が考えら

れた。よって術後検査結果を伝えていない非

専門医の中に肝炎ウイルス陽性者がいるこ

とも考えられた。 

 

E. 結論 

多数の眼科施設で術前の肝炎ウイルス検

査が施行されていたが、検査結果について伝

達している施設もあったが、検査結果を伝達

されていない状況もあった。簡易な診療情報

提供書およびホームページに掲載した以降、

眼科(非専門医)より紹介もあり、更なる非専

門医に通院する肝炎ウイルス陽性者の紹介、

治療が望まれる。 

 

F. 政策提言および実務活動 

＜政策提言＞ 

厚生労働科学研究費・肝炎等克服政策研究

事業「新たな手法を用いた肝炎ウイルス検査

受検率・陽性者受診率の向上に資する研究 

」研究分担者として研究活動を行い、県内の

肝炎ウイルス検査の増加推進の取り組みを

行っている。 

 
＜研究活動に関連した実務活動＞ 

上記に研究班活動に加えて、岐阜大学医学

部附属病院(肝疾患診療連携拠点病院)内で

肝炎検査・治療に関する推進活動に携わって

いる。また岐阜県肝炎対策協議会と連携し、

肝炎撲滅対策に取り組んでいる。 

 

G. 研究発表 

1. 発表論文 

Hidaka I, Enomoto M, Sato S, Suetsugu A, 
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of 1,281 Healthcare Professionals 
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3. その他 
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なし 
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なし 

 

H. 知的財産権の出願・登録状況 
1. 特許取得  

なし 

2. 実用新案登録  

なし 

3. その他  
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